
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

学 校 名 海津市立平田中学校 

実 施 期 間 平成２５年１０月２９日（火）～１１月１６日（土） 

実 施 概 要 ○平成２５年１０月２９日（火）・海津市教育委員会指定校研究発表会実施に伴い、ＰＴＡ役
員を中心とした保護者に運営の協力をしてもらい、併せて授業参観を実施。 

○平成２５年１１月１日（金）・ＰＴＡ本部役員会にて、授業の様子についての交流。 
○平成２５年１１月１６日（土）・平田中学校創立 30 周年記念式典と第 17 回ふれ愛ステーシ
ョンを、市会議員や地域の方々、学校評議員会、保護者に向けて、これからの平田中学校を
築いていく決意の発表と、各学級・学年の合唱の成果を発表する会。 
・ふれ愛ステーション終了後、第２回学校評議員会を実施し、感想や日頃の地域での生徒の
様子などの御意見を伺った。 

実 施 内 容 学習・取組の分野 

 □自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

公開の方法 

 ☑授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 □講演会等 □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保護者 ２０１人
計 ２５４人

地域関係者  ５３人

実 施 状 況 ○平成２５年１０月２９日（火）「海津市教育委員会指定校 研究発表会」 
・ＰＴＡ本部役員の方を中心に、受付や接待など運営のお手伝いをいただき、その後授業参観を実施し

て、生徒の様子や学校の状態などを知っていただく機会として設定した。 

○平成２５年１１月１日（金）「ＰＴＡ本部役員会」 
・２９日の生徒の様子や学校運営について、成果や改善点を交流した。 

○平成２５年１１月１６日（土）「平田中学校 創立３０周年記念式典および第１７回ふれ愛
ステーション」  

・３０周年の節目の年に在籍した生徒として、今までの先輩方が築いてきた伝統を振り返り、更に高め

ていくために何をすべきかを一人一人が考えて、生徒会執行部が集約し、今後の決意を力強く発表し

た。 

・本校が大切にしている「平中文化」の５本柱の１つに、「４Ｈ合唱（４Ｈ：響き、迫力ハーモニー、ハ

ート、）」がある。昨年度から設定した最高の「４Ｈ合唱賞」を目指して、各学級で１か月間の練習な

どの取組の成果を発揮した。また、特別支援学級の生徒達は日頃より総合的な学習の時間で練習して

いるハンドベルの発表をした。一人複数本のベルを担当し、きれいな曲を奏で、会場を魅了した。 

・今年度は、３０周年記念式典特別企画として、大垣市を中心に活動している合唱団を招聘し、会の最

後には、保護者や地域の方々も一緒に「ふるさと」を合唱し、会場が一体となる感覚を味わうと同時

に、地域とのつながりを確認し地域の一員としての自覚を高めることができた。 

○平成２５年１１月１６日（土）「学校評議員会」 
・同日に行われた「ふれ愛ステーション」も参観いただき、その感想も含めて、日頃の生徒の様子や学

校への御意見を伺った。地域の取組では、地区の行事のボランティアとしての活躍を高く評価いただ

いた。  

成果及び課題 ○３０周年記念式典については、保護者も卒業生である方も多く、３０年の歩みを懐かしく振り返るととも

に、改めて中学校が地域の中で大切な存在であることが実感できた。 

○「ふれ愛ステーション」は、生徒の頑張りが感動をもって感じられる伝統の行事として定着しており、多

くの保護者や地域の方々に参加していただくことができた。参観後の感想では、この取組を通じて中学校

での子どもの成長を確認できたといった感想も寄せられた。 

○保護者や地域の方々に対してアンケート用紙を配布して、御意見・御感想等を積極的に聴取し、今後の学

校の教育活動の在り方についての参考とした。 

○一昨年より昨年、昨年より今年と「合唱」や「学校・生徒の姿」に対する保護者や地域の方々の評価が高

くなっており、そうした生徒の姿の高まりを感じた方が地域に広めていただけ、地域が生徒の頑張りを喜

んでいただいている。 

▲３０周年記念式典については、時間がない中での取組であったので、生徒の意識を高めたり学級・学校づ

くりに生かしたりすることが十分にできなかった。また、入場人数の関係などから、地域への情報発信が

できずに、３０年間で学校に関わっていただけた多くの方のものにできなかった。 

▲「ふれ愛ステーション」が、単に学校独自の行事ではなく、学校と地域を結ぶ行事となるように、様々な

地域の方にも広めていけるように、生徒会活動を中心に改善を図っていく。 

 


